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図-2 計画調査地域位置図
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図-3 ニジェール共和国位置図
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まえがき

ニジェール共和国は､他の旧仏領西アフT)pカ諸国と共に1960年に独立した.当初国家経

済を支えていたのは農畜産物の生産であったが､その後ウラン鉱が開発され､一時は天然

ウランが輸出額の75%を占める程で､経済は好況を迎えた｡しかし世界的な原子力発電の

低迷を反映したウラン市況の悪化と､相次ぐ農畜産物の凶作により､同国は極めて厳しい

経済状態に直面し､現在に至っている｡

このような情勢を背景に､同国政府は､ 198了年4月に1987年-1991年の5カ年に亘る経

済社会開発計画を策定し､農業･牧畜の振興を主柱に掲‡ヂ実践している｡特に人口増加率

が3.1 %と高いことから､人口増に対応できる食糧増産･自給自足を最大の課蓮としてい

るo アガデス県は､ 1988年の統計資料によると､食糧需要量(ミレット＋ソルガム)鍋

42.000トンに対し､生産量はわずか1. 800トンに過ぎず､同県の食糧自給を促進するため､今

後における潅概農業の推進は最も重要な施策の1つとなっている｡

今回の調査においては､アガデス県において最も潅概農業開発ポテンシャリティの高い､

同県西部のイルハゼル河谷に焦点を絞り､地下水を水源とする農業開発に関して､計画調

査のプロジェクトファインディングを行った｡

同国農業は農業生産性が低いために水源としての地下水は運転コストが障害となり､わ

ずかに点在する小規模な浅層地下水が農用に利用されるに過ぎず､ニジェール川沿岸の潅

概を除けば､天水農業に頼っている｡これに対し､イルハゼル河谷には､幅数十km､長さ

100knに達する地下水自噴帯が広がり低い運転コストの地下水供給が可能と考えられるo

この地域の水資源の調査と農業開発計画調査を実施し､地下水､農業開発が進めば､ア

ガデス県の農業生産拡大に大きく貢献することが期待される.こtjエール政貯農業環境省

及び地元アガデス県の関係者は､本プロジェクトに多大の期待を寄せており､日本の技術

援助を受けて早急に実現させることを強く希望している｡

本調査ほ平成元年6月17日より7月3日にかけて実施したものであり､御指導と御協力

を賜った､農水省構造改善局建設部設計課海外土地改良技術室､ (財)海外農業開発コン

サルタンツ協会､在コートジポアールEl本大使館の関係各位､ならびに在ニジェール国際

協力事業団､動力炉核燃料事業田､海外ウラン資源開発㈱､国際資源㈱の関係各位に深く

謝意を表するものである

平成元年8月

小原繁夫

大野邦彦



1.調査概要

1-1 目 的

アガデス県はニジェール国全土の60.2%､ 714,790 kdを占めるが､砂漠気候

のため人tjは少なく､ 206,400人(1988年)に過ぎない.この中で本件計画調

査地域の位置するチレズリン郡に人口が集中し､伝続的遊牧のはかオアシス農

菓が営まれている｡農牧業は､泉･井戸など水源に規制されており､この地域

の農集開発は,水源の確保と水コストにかかっている｡

本件イルハゼル河谷には長さ100 kn､幅数十kmに亘る地下水自噴帯が分布し､

広い沖積面が展開する｡このため､この地域は低コスト水源の確保できる最も

農業開発ポテンシャルの高い地域となっている｡この地域及び周辺の地下永､

農業開発に関して､ニジェール政肘は､早くから注目し､海外に依頼して予備

的調査を実施してきた. (1979年Esso Eastern 18C`既存地下水資料取りまと

め､ 1980年国際資源㈱農業事情予備網査ほか)

永年の懸念事項であるこの地域の地下水農業開発が促進されれば､アガデス

県の食糧自給､農業生産拡大に大きく貢献すると共に,サ-ラ砂漠南部におけ

る農業開発のモデル的開発規範を与えることにもなる｡

このような観点から､イルハゼル河谷の地下水農業開発に関する計画調査の

事前謝査として,現地地下水･農業現況の予備網査及びニジェール政肘関係者

の意見聴取を実施した｡

なお､この地域の開発は､同国の農業政策としての食糧増産のほかウラン生

産地帝の民生安定という鉱業政策の側面をあせもっている｡即ち､イルハゼル

河谷周辺は同国最大の輸出品天然ウランの生産を独占するが､少数民族遊牧民

居住地城中にあり､潜在的に中央政府よりの離反の危険をかかえている｡ウラ

ン収入は､同国財政を支えており､政肘は同地域民生安定に特に力を注いでい

る｡

1. 2 調査期間

平成元年6月17日

平成元年7月3日

1. 3 団 員

日本技研㈱ 小原繁夫

大野邦彦

1. 4 調査工程及び面談者

次表参照

- 1 -



鞠査工程及び面顕著

月El 摘要 面敬者 宿泊癌‾
6.17 東京発､パ7)経由

I

機中泊

6.18 アビジャン着 アビジャン

6.19 粗鋼､椿観び意見離 日本大使飴一等曹記官稲田幸三

二等書記官斉藤直樹

アビジャン

6.20 資料収集 アビジャン

6.21 アビシャン発 機中泊

8.急呈 ニアメイ著

情報収集 P.N.C.NiaTne†

Ltr.ÅdamAbdo匂(元了ガデス執事)

DT.TaDjgaki(JLC絹円家鳩軒

ニアメイ

6.23 表敬訪問情報及び意見聴取 h.tinistredellAgrieqltqreetde

馳yil㈹eYhe山(農貴報境省)

DereteurdeEtudesetde

Programiti川(計画局長)

札丸llSS川e帆QrOu

ONAR柑

ConseiIJerTechnique(ONAR柑醐)

Lt.YasunoriYashioka

古=nl'steredes打J'nesa(de

l'energje(鉱山エネルギー省)

ChefdelaDiyisiondes

OperationsduProiect

(プロジェクト固発課長)

帆AfossaDjibohfamar

ニアメイ

6.24 表敬訪問情報及び意見聴取 Llinisteredel′Agricultureet

deEDyjTODmentCoBSeiHeT

Technique

hl.Suzuki

ニアメイ

6.25 車にてアガデスに移動(1,000如) アガデス

6.26 表敬訪問情報及び意見聴取･ Pre'fetd'Agade2(アガデス蜘事)

札亀i祖ba監ollQ

DeTeCteuTdepaTtCmeDta)de

^gricuJtロTeAgadez(農薫朗者アガデス所長)

班.Goti8oubacar

アガデス
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月日 摘要 面談者 宿泊地

Depa=men(desEessoqrcesen

Eau(水理省アガデス支所)

札AbdouloyeOumaro･u

(Eydroloque)

6.27 現地調査イル-ゼル河谷

(Agade2-TeqqiddainTessomm)

アガデス

6.28 車にてこアメイに移動(1,000kn) ニアメイ

6.29 情報及び意見聴取 ltinistredel′Agricultureet

deEnyironmentDerecteqrde

EtidesetdeProgT柑&tio血

A.f.AlassaneHoussa

ConseillerTechnique

札Suzuki

_h4inistredel′tlydr8Ioque(柑省)
DerecteurdesResourcesdes

enEaq

班.Eantalbrahim

6.30 ニアメイ発 機中泊

7.1 ブラッセル着 プラッセル

7.2 プラッセル発 機中泊

7.3 東衷著
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1-5 調査結果の概要

調査団は6月18日空路にてコートジボアール国アビジャンに到着の後､日本

大使館を表敬訪問し6月22日ニジェール共和国に入国したoニジェール共和国

でほ首都ニアメイにて関係者の意見聴取及び資料収集を実施した後､ 6月25日

に現地アガデス県に車輪にて移動し､地元関係者との会見及び現地調査を実施

した. 6月28日ニアメイに帰人後､上記調査を踏まえ､ニジェール政府農業関

係者から情報及び意見聴取を行った｡

｢アガデス県イ)レ-ゼル河谷地下水･農業開発計画調査+は県都アガデ太市

の北西方に展開するイルハゼル河谷中の地下水自噴帯､可耕地(長さ約100kn､

幅数十kn)に対し､深度100 -300 m程度の中深度水井戸を建設し､穀類､野

菜等の畑作潅概を可能とするとともに､小規模農村建設を行い､同地区の板興､

定住化の促進を目指すものである｡計画調査は､広域地下水調査､農業開発調

査及び開発計画･評価より構成される｡

他の水源に関しては次のような問題点がある｡

1)地表水を用いた特殊な潅概農法としてサハラ砂漠北縁でRun off農法等が実

用化されているが､サハラ砂漠南縁では殆ど例がない｡高温､高蒸発量､降

雨の極端なばらつき等自然条件の異なる当地域への適用には､営農法の研究

を要する｡

2)ダムを水源とする潅慨の問題点は､ダム設計に必要な水文資料の欠除である｡

乾燥地降水量､流水量､堆砂量等は年毎の変動が大きく､ダム設計には長期

の観測資料を要する.

3)地下ダムに関しては､水文資料の欠除のほか､多雨､高遠水性帯水層で確立

された本技術を乾燥地域に適用するには研究課題が多い｡

4)非自噴寄中深度地下水を水源とする潅概農業に関しては地下水運転コストが

問題となる｡集約‾的農法を行い生産性の向上を図れば､非自噴帯営農も採算

ベースにのるが､ニジェール農業の現況を急激に改善するのは､技術､資金

･両面から無理がある｡

これらの諸点から､当面地下水自噴帯の地下水農業開発を先行し､他につい

ては将来の課題として､基礎的観測及び研究を併行して実施するのが妥当と判

断される｡
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農業環境省は､これと別にアガデス県農牧業開発に､浅層地下水を主な対象

として湧泉､浅井戸を水源とする計画を策定している｡この計画には自噴帯農

業開発は強調されていないがが､これは計画立案時の情報不足に起因する.即

ち地下水関係は水理省が管轄し､加えてイルハゼル河谷周辺の水文地質資料が

鉱山省､鉱山各社に分散し､計画立案にたずさわった農業環境省は､自噴帯の

把轟が十分でなかったという理由による｡

調査団は､自噴帯開発に関する現地調査結果を農業環境省に説明し,意見聴

取を行ったところ､同省は強い関心を示し､日本政何に対する計画調査の実施

に対する強い要望と､同国政府部内調整を約した｡
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2. ニジェール共和国の現状

ニジェ_-ル共和国は､サハラ砂漠の南縁部を形成するサヘル地帯のはぼ中央に位

置し､国土面積は1,267,000 h&と日本の3.4 倍に及ぶo大部分が海抜2DO m-

500
mの比較的平坦な地形を有するが国土の約70%は砂漠である｡

年間平均気温は最高気温が約35℃-37℃.最低気温が約18℃-22℃であり､また

雨量は南綾部では年600 mtnを越すが､北部の大部分は100 mln以下である｡

人tjほ725万人(19亀8)で､人口増加率ほ年率3.1 %となっている.イスラム教

徒が75%を占め､地域別に7部族(ハウサ､トウプウ､カヌウリ(又はペリベリ)､

トゥアレグ､ソンガイ､ザルマ､グールマンチェ)がそれぞれの居住移動範観を持

っているが､実際にほかなり混住化が認められる｡なお,この他にプール族が全土

に分散して住んでいる

ニジェール国は1960年に他のアフリカ諸国と同時期に数立し､当初国家題済を支

えたのは農畜産物の輸出であったが､その後ウラン鉱が開発され､一時はウラニウ

ムが輸出額の75%を占める程で､経済は好況を迎えた｡しかし1973年の凶作と､こ

れに続く原発建設ブームの低迷を反映したウラニウムの市況の低落によりウラニウ

ムの輸出は激減し､同国は再びきわめて厳しい経済状態に直面し､窮在に至ってい

る｡

1986年における国内絵生産(G.Ⅳ.P.)は約7,200億CFA (21.8億US)国民一人当

り約10.3万CF^ (312US )であるが､ 1959年-1986年の経済成長率は年率平均

1.5 %と低く､特に1981年から1986年の間は年率平均-1.9%とマイナスに転じてい

るo また､ 1986年におiナる輸出額は1,264億CF‾A (約3.8億DS)で､これに対し輸

入額がl.555億CFA (約4.7億US)と輸入が輸出を上回っているo

このような情勢を背景に､政肘は1987年4月に1987年-1991年の5カ年にわたる

経済社会発展計画を策定した｡この計画においては､国内総生産の増大と構造改革

を進めるにあたっての基本方針を次のように掲げている｡

･

食糧の自給自足(人口に見合った農業生産の増大)
､賃貸家畜制漫の再建､輸

出増大及び現存の森林の保全

･ 民間投資の再建と地方財政の改善による近代産業部門(鉱業部門を除く)の早

急な拡大

･ 個人消費支出の限界を考慮した行政部門の班大の抑制

次に農業を見てみると､現在そのGNP に占める割合は約26%であるが､全人口の

70%がこれに従事し､大部分は1, 500万ベクタールの食糧生産地帯で行われている

が､これは次第に牧畜地帯へ拡大しつつある｡

主要な農作物はミレット(唐人びえ)
､ソルゴー､こエペ､落花生などで､所に
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より米､小麦､キャッサバ,さつまいも､ばれいしょなども作られて､野菜績とし

てはトマト､たまねぎ､とうがらし､かぼちゃ頬などが主なものである｡

農業部門における問題点としては次のような事項があさヂられている.

･ 生産:

水資源及び潅新施設の不足

土壌の肥沃皮の欠乏

限界的耕地の増大

栽培技術の劣性

新規参入者の不足

･ 流通:

市場価格､供給の変動及び需要の堅調の現状において､余剰農産物は生産者

に余裕ができたときにのみ販売される｡

･ 金融:

信用危機とCNCA (農業金融公庫)の経営管理上の理由から貸付けを中止して

いる｡

一方､牧畜はG.D.P.の16.5%を占め､約6,000万ヘクタールの地域で人口の20%

を養っている.しかし地方における肉類及び乳類の消費は近年かなり落ち込んでい

る｡
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3.計画地区概要

3-1 位 置

本計画地域イルハゼル河谷地下水自噴帯は､ニジェール共和国北部アガデス

県チレズリン郡に位置し､サハラ砂漠南縁の土漠である｡対象地域の総面積は

10.000kI&で､北緯17o -18o の間に挟まれた地域である.

主都ニアメイより県都アガデス間までは約1,000 knあるが､道路事情は良好

で車で約10時間要する｡空路は定期便が週1-2便運行されている.県都アガ

デスより現地までは､対象地城南東端まで1時間､北西端まで約4時間を要す

る｡未舗装路のため雨期(7月-9月)は部分的湛水のため1-2週間通行不

能になる｡地形が低平で土漠より成るので､グレーダーによるルートの整備を

行えば､対象地域全域に亘り､ 80kn/時程度での車両走向が可能である.

3-2 地形･地質

イルハゼル河谷地下水自噴帯は､先カンプ1)ア系山地アイ-ル山塊の西方に

展開する古生層･中生層より成る堆積盆中に位置するo特にこの地域にC-ま薄さ

500 mに達する白亜系泥岩(イルハゼル層群)が広く分布するため､地形は

低平で高まりとしては､石炭岩類､砂岩頬の小規模浸蝕残丘が点在するのみで

ある｡

m
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図-5 イルハゼル川谷 地質断面例

A3i

F'
.400m

200ー

¢(S.L.)

砂岩-襟混砂岩(帯水層)

瑞､7ナルシモラナイ(難透水層)

上図に帯水層の地質断面例を示す｡対象地域は緩い槽曲(背斜･向斜)が見

られるため､帯水層深度は場所により変化する｡帯水層中の地下水は被圧され､

自噴帯では削孔により自噴がみられる｡

3-3 気 象

イルハゼル河谷はサハラ砂漠の南縁に位置し､高温乾燥の気候下にある｡年

平均降雨量は､県都アガデスで174 mⅢが記録されている.対象地域はデータを
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欠くが100 -150 m/年と推定され､ 7-8月に降雨が集中する0年により降

水時期は､変動し､年降雨量の変化が大きい｡ le月-5月は乾期となり､降雨

のない月が連続するのが普通である.アガデスにおける気温は､年平均28℃､

月平均最高気温34℃ (6月)
､最低気温20℃

(1月)が記録されているo昼夜

の気温の差は大きく20℃以上に及び､特に5-6月酷暑時は50℃に達すること

がある.高温で植生を欠くため､蒸発可能量は年3.000 m皿以上に及ぶ.

3-4 水 文

主として花南岩頬より成るアイール山地に注いだ降雨の大部分は蒸発して消

失するが､一部は表流水として流れ､堆積岩よりなるイルハゼル河谷の水を合

わせ西方に流去する.しかしながら,流域の年雨量が100 -200 mmに対し､蒸

発可能量が3‥ 000m皿/年以上と大きいため､降雨の大部分は蒸発し､残.りは透

水性の高い砂層等に浸透し､表流水は著しく流量を減じる｡このため恒常的河

川は発達せず､雨期のみの河川となる｡

当地域に水文観測所はないが, Lefeyye ほ推計値として､アイール山塊より

西方への流去量として150 ×106 m8/年(1952年)を報告している.一方

Julia はアイール山塊南部テロア流域における推計を行い､アガデス付近で

38×106 ma/年(1959)としている.

この他アサワス南方でロックフィルダムの建設例があるが流入量･用水量と

も記録はないo

農牧業及び都市の用水ともに表流水を利用している例は殆どなく､この地域

の用水源はもっばら地下水に依存している｡

3-5 水 療

a)地表水

イルハゼル河谷の流系は､雨期を除けば完全に干上がっている｡流水は短

期間にかたまって不定期に生じる｡加えて蒸発散が極めて大きく､地下への

浸透も大きいため､溜池等の手段を用いた地表水利用例は殆ど知られていな

い｡

b)地下水源

本計画地域及び周辺には､河谷底堆積物中に浅層地下水を膝胎し､浅井戸

が利用されている｡アイール山塊河谷､･同山尭､インガル等にみられるこれ

ら浅井戸は､散在し､帯水層規模も小さい｡このため耕作面積は1978年資料

によるとアガデス県全体で600ha ,チレズリン郡で500ha_に過ぎない.この

ほか更に小規模な浅層地下水源は牧畜の家畜飲用及び雑用水に供せられてい
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る｡本計画地域及び周辺における最大の水源は､中世代三畳紀よりジュラ紀

に亘る砂岩頬に膝胎する被圧地下水である.計画地域を中心に広さ数万hiに

亘って広がり､厚さ50-200 mに達する.分布深度は地質構造と地形を反映

して場所による差があるが0 -500 mの範囲にあり､■一般に¢ -300皿深度

での開発が可能である｡地下水位は全般に高く､ GL-30 m-Gい30 m前後を

示す｡本層地下水は都市用水の水顔に利用され､県都アガデスの生活用水及

び鉱山都市アクータ､チレズリンの工業用水､生活用水に供されている｡但

し､この地域の農業生産性が低く､地下水生産の運転コストが大きな負担と

なるため､自噴帯試掘井周辺数ヶ所で小規模営農が実施されている以外は､

鉱山の無償提供用水による耕作が認められるのみで､本層の農用地下水源と

しての開発は殆ど放置されたままである｡この被圧地下水の水質は､乾燥地

地下水としては極めて良質で､ T.D.S.値300 -900 Ⅲg/Dを示すo

3. 6 社会･経済

この地域時､アイール山塊の西部に先史時代の壁画が浅されていることから､

古くから人が住んでいたことが知られている｡この地域にもともと住んでいた

人種は異人種と考えられ､現在この地域を支配する遊牧民トワレグ属の南下は

11-16世紀とみられている｡この他16世紀にこの地域に勢力を誇ったソンガイ

族はインガル及びテギグンテスムに今も残り､一方アガデスの町では､南の定

住民族ハウサ族が商業などに従事している.また少数ながらプール族は牛の放

牧をこの地域で展開している｡近年はウラン鉱山､石炭鉱山の開発に伴ないニ

ジェール各地の民族がこの地域の周辺鉱山都市に流入してきている.

人口については1977年アガデス県庁の推計資料によると県全体で126, 700人

のうちチレズリン郡が7割を占める. 1988年県人口は206.400人に増加してい

る｡

チレズリン郡における農業人口は1977年推計では総人口の9%､ 8,500人と

みられ､農地500ha はアイ-ル山塊南部河谷に集中し､ジャガイモ､ /ト麦のほ

か雑穀､野菜等の栽培を行っているo前述の如く､浅層の′ト規模水源に頼って

おり､家畜を使った揚水による潅概が実施されている｡イル-ゼル河谷の試掘

井の自噴水を利用した潅概農業も小規模に行われている｡チレズリン郡の牧畜

人口は同年統計では総人口の81%､ 74,4Mを占める.牧畜はこの地域の主要産

業であり､都市住民を除く地域住民は何等かの形で牧畜に関係した人々である(

この地域の牧畜はらくだと羊に牧色づけられ､トワレグ族の遊牧によるものが

大部分である｡遊牧民集落は水井戸の分布に規制され､同郡全域に散在してい

る｡近年トラック輸送の普及は伝統的なろば､らくだによる運搬手段､通商形

態を変えつつあり､ろば､らくだの将来の命運を暗示している｡チレズリン郡
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における商業､工業は､アデガス市の商業､チレズリン市の石炭鉱山､発電所

が主要なものである｡後者はウラン鉱業の不振の影響を受け､当面生産拡大を

期待できない情況にある｡

厚生に関する指棲は､住民の生活水準を示す重要な指棲の1つであるが社会

統計として整備されていない｡特にアガデス､チレズリンの2市を除くと電源

すら皆無の状況にあり､地域住民は､古来よりの伝統的生活を余儀なくされて

いる｡医療施設はアガデスに医師3名の病院が運営されているのみで他は看護

人を配した診療所に頼っている｡

教育に関しては､政府が初等教育の普及に努めており､地方の遊牧民居住地

に寮制の小学校をも設け､学童はそこで宿舎,食事を共にすることができるよ

う_になっている.就学率は1977年テレズリン郡推計で23%を示し､独立以来急

激に増加しつつある｡

本調査地域及びその周辺の経済は伝統的に遊牧を中心として形成されている

が､近年の輸送手段の発達により､遊牧の主体をなすらくだの市況が暗転し､

加えて19TO年代のウラン開発の当地域への波及効果,即ちウラン鉱山電源とし

ての石炭開発､ウラン探鉱およびウラン道路の建設等,ウランブームが去った

今､極めて厳しい経済的環境に直面している｡今後のこの地域の発展は農牧巣

の振興以外になく､特に水源開発がその鍵を握っている｡

3-7 農業の現況

計画地域の位置するアガデス市北西部は図-4によるとZonepaslorale (牧

畜地帯)にあり,主として遊牧民の家畜の放牧が行われている準砂漠地帯とも

言うベきところである｡

計画地域の属するAGADEZ県の1988年の主要作物の生産状況は次の通りである.

ミレット ソレゴー ニエペ メイズ 全室

(雨季)

ア

ガ 作付け面積(ha)

デ ha当り収量(也)

ス 生 産 量(I)

(ba)

1.110

1.588

1,763

36

1,044

38
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ミレット ソレゴー ニエペ メイズ 生葦

(雨季)

ジ

エ

I

ル

国

(ち)

作付け面積(ha)

ha当り収量(也)

生 産 量(I)

比 作付け面積(%)

率 ha当り収量(%)

(a/b)生 産 量(%)

3,525.947 1,469,821 1.925,194 3,461

501 381 157 2.438

1,766,316 560.189 301,549 8,439

0.0 0.0 0.0 45.6

317 274 685 110

0.1 0.0 0.8 50.i

ニジェールの農業生産は主に降雨量の比較的多い南部ベルト地帯において行

われているため､そのほとんどが乾燥地帯に属するアガデス県における生産は

国全体からみると極めて微々たるものである｡しかし､ ha当り収量を見ると､

全国平均に比しかなり高い水準にある｡これは本県が天水農業が困難な地帯に

あり､現況生産はすベてオアシス等の潅慨栽培であるためである｡本県におけ

るこれらの農業生産は主としてアガデス市の北-東北部にあるア-リット山地

の高原や谷間の比較的冷涼で用水の得られる耕地でなされている｡これらの地

域では前記穀現のほかに､トマト､たまねぎ､ねぎ､かぼちゃ､うり類､ばれ

いしょなどが比較的多く作られている｡

アーリット山地以外は､広大な砂漠及び準砂漠地帯であるが､点在するオア

シスではなっめ梯子等が栽培され､その他鉱山関係の鉱内排水及び調査のため

に掘削されてできた自噴井や､その他の浅井戸等の用水を利用して､小面積の

潅概栽培が若干点在している｡

計画地域内のIREAZEL河谷でも､調査井として掘削された数ヶ所の井戸が自

噴井となり､それらの周辺に定住した人々により若干の潅概仰が造成され､ミ

レット､ソルゴー,野菜頬等が栽培されている.またAKOUTA鉱山では､鉱山用

水として年間約360万m3の地下水をポンプアップしているが､このうち約88万

m3が周辺農民によって潅掛こ利用され､小麦､野菜類などが栽培されている.

ところで1988年の統計資料によると､アガデス県の食糧需要量(ミレット＋

ソルゴー)は約42.000トンと計算され､これに対し本県の.生産量はわずか1,80

oトンであり､このうち利用可能量は1,500トンとすると､約40,500トンが不
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足することになり､現状ではこの不足分を他地域に依存していることとなる｡

従ってアガデス地域の食糧自給を促進するため､今後における潅概農業の推進

は最も重要な施策の一つとなっている｡
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4.計画概要

4-1 プロジェクトの概要

チレズリン郡はアガデス県人口の約3分の2を占める｡産業の主体は,伝統

的牧畜であり､他に/ト規模オアシス農業､石炭鉱業及び商業があるのみである｡

近年､トラック輸送の伸展に伴い､輸送手段としてのらくだ､ろばの需要が減

少している｡一方､ウラン鉱業の不振は､同県にも及び､建設工事の減少､石

炭鉱業の不撮を招いている｡このように同県は主力産業の不振のため極めて厳

しい経済状況に追い込まれ､言わば取り残された地区となりつつあり､政府及

び県は本地区の農業振興を重点施策の一つに位置づけている｡

計画対象地区であるイルハゼル河谷地下水自噴帯は､チレズリン郡で最も農

業開発のポテンシャリティが高く､地下水､農業開発の実施は､食糧自給率の

低いアガデス県の農業生産に寄与するのみならず､地域振興の鍵となることか

ら､ニジェール政府及びアガデス県は､日本政府援助による農業開発事業の早

急な実施を強く望んでいる｡

イルハゼル河谷地下水自噴帯は､砂漠地域の開発の鍵となる地下水を豊富に

旺胎し､低い運転コストで水源を供給できる利点がある.ニジェールにおいて

は､農業生産性が低いため､地下水源の利用は､水コストの低い浅層地下水

(第四紀層)に限定されている｡浅層地下水は､小規模かつ分散しており､農

業への寄与は小さい｡深層地下水は､量的には膨大なものであるが揚水コスト

の点で難点があり､農業用には殆ど使用されていない｡当地区自噴帯は､この

点他に例をみないものであり､加えて土壌は沖積土が広く分布し､肥沃なもの

とみられる他､掘削コストも深層地下水開発としては比較的低く押さえること

ができるo 自噴帯は長さ100kn幅数十knに亘り､既存調査の結果､帯水層の概

要は明らかとなっている｡今後は､開発適地の選定,揚水可能量の設定など開

発計画に必要な水理地質上の設計値決定のための調査実施を要する｡また農業

開発に関しては､当面同国の低い農業生産性を考慮して､自噴井を水源とする

開発を考慮せざるを得まいと思われるが､長期に亘る開発に関しては､農業生

産性を高め､適切な用水管理を行うことにより､揚水井を水源とする農業開発

に移行することを考慮する必要がある｡この地域の地下水層は周辺を含めると

数万hiにのぼり低平な河耕地が広く分布することから､揚水井による農業開発

が進めば､一大農耕地帯の創出が可能となるo

以上の諸点を踏まえ､プロジェクトは次の3段階による実施が見込まれる｡

イルハゼル河谷地下水農業開発(地下水自噴帯)計画調査

同 上 小規模農村開発

同 上 広域地下水･農業開発
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第1の計画調査においては､広域地下水調査結果により､地下水既存量､揚水

可能量を推計すると共に､農業開発調査を実施し､その結果に基づき小規模農

村開発計画(パイロット農場)を作成し､合わせて広域地下水農業開発の基本

構想を策定する｡

第2の小規模農業開発は､広域開発のモデルの役割を与え､地下水の開発及

び運転コストの削減､適地作物､用水管理など営農実証を行うと同時に入植に

伴う諸問題も検討し､広域開発のための基礎資料を得る｡その結果に基づき､

広域地下水農業開発計画を作成する｡

日本政府による援助形態としては､第1段階は計画調査､第2段階は無償援

助が考えられる｡第3段階の資金手当てについては､関係当局で別途検討され

ることになろうo

4-2 事業の内容

前項プロジェクトのうち1.計画調査に関する事業内容(秦)を記すo

件 名:アガデス県イルハゼル河谷地下水･農業開発 計画調査

期 間:2カ年

許醐鯛目:広域地下水調査

既存資料調査

電気探査

調査ポーリング

調査井工事(調査井掘削､揚水試験､水質試験)

地下ダム予備調査

農業開発調査

土壌調査(ランドサットによる地形分犠､土壌調査)

気象･水文調査(地下水関係諏査を含む)

農業現況調査

農業経済調査

開発計画作成及び評価

地下水耽存量･開発可能量の推計及び地下水開発計画作成

農業開発計画作成(バイロブ帽鯛射臥広域朗朗如拙踊)

総合評価

_調査数量及び事業費に関しては､
J I CAミッション(事前調査B])現地調

査の結果により検討されることになろう｡

4. 3 既存調査

地下水に関してほ､対象地域内に約1q本の自噴井があり､既存調査報告書
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(Esso Eastern lnc‥1979はか)により､水文地質の概要が把寝できる.今後

の調査は､開発コストの低い地域(深度浅く､ 1本当りの用水量が大きい地区)

の選定及び地下水賦存量､揚水設計値の策定が課題となる.鉱山各社の未公開

地質資料収集も今後の課題である｡

農業に関しては､国際資顔㈱､国際水産㈱が19SO年に実施した討査例がある

が予備的なものである｡ニジェール全体の農業に関する農業統計のほか､アカ

デス県の農業に関するチェニジアのコンサルタントの報告書があり､今後の参

考資料として有用である｡今回の調査では入手していない｡

地形図は1:200, 000縮尺図幅が出版されているほか､ i:50,000航空写真を鉱山

省より入手することができる.対象地域の一部については､国際資療㈱により

1.･25. 800及び1:10. OOO縮尺航空写真撮影が実施されている｡

4. 4 調査団の所見

本プロジェクトは､サハラ砂漠南部の広域地下水農業開発のモデルとなり得

るものであり､イルハゼル河谷地下水自噴帯の農業開発ポテンシャルは高く､

農業生産の大きな拡大が期待できる｡

当地域の可耕地面積は､地下水開発可能量及びそのコストに強く規制される｡

当面､自噴井を水源とする小規模開発を実施する上では､この点は問題となら

ないが,規模の大きな開発を規定した場合､当然揚水による地下水供給となり,

水コストが営農採算性を左右する｡

従って､計画調査･パイロット農場の段階で､水コストの削減に力を注ぐ必

要がある｡具体的課題としては､次の諸点が特に重要であろう｡

水井戸開発の面では①開発地域の選定(深度､揚水量､地下水位の面で有利

な地域の選定) ､ ②掘削単価の削減(施工能率､井戸設計の改良) ､ ③揚水管

理法の確率 がある｡営農面では､ ①潅教法の検討､ ②作物の選定､ ③表流水

の部分的利用等 が課題となろう｡
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5.添付資料

5-1 収集資料リスト

1. Programme de Department d'Agadoz(1988)

同和訳

2. Rapport Annua) des Stalistiqqes de l'Agriculture et de L'enyironnement

(1988)

3. Bul一etin de la Chambre de Commerce,d'Agricu]lure,d'Industrie,dlArlisanat

du Niger. (Has,1989)

4.ニジェール共和国南西アイール地区ウラン鉱開発関連施設整備計画調査報告書

(1978, JtCA)

5. Rapport sur les Eludes du Plan d'Amenagement des lnstalations de Capitage

des Desources Eydrologiqqes N'cessaires a IIEIploitation des Mines

d'uraniuTn dans la Region an Sud-Ouest de L'Air de la Republique du Vi苦er

(1979, JICA)

6. PJah de DeyeJ叩eDeDI EcDOn)ique et SocjlJ du Niget 1987-199.=1987)

7. Cone Geologique au I:500,000

La Bordure SediTnentaire de l'Ajr(1963)

TegaTna(1987)

8. Corle Geologique aq I:200,000

Teguidda in Tessoum(1979)

9. Corte Pedologique au 1:500,000

Ltoradi (1964)
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4･3･ Programme de mise en valeur
de la zone pastorale･･････

ANNEXE : LISTE DES PROJETS PROPOSES DANS LE CADRES DES PROGRAMMES

DE DE)EしOPPEMENT

也:

1 a 2

1

1

2

2 a 4

2

5

3

ラ

3

ち

ラ

3

4

5 ら 占

ラ

6

占

6

6

6

6
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工 _ PRESENTAT工ON DU DEPARTE陀NT :

1･1･三星堂皇_且生地'･

Avec une superficie de 714 790 krn2, soit pr白s de la moiti貞du pays, 1e

Departement dlAgadez est situ貞au Nord,et Nord Est du Niger･工1 comprend trois

arrondissements (Tchiroz6rine, Bilma, Arlit) et une Commune (Agadez).

Sa
population s161tveら117 COO habitantsl dont environ 41 % resident

en zone urbaineI 24 % en zone rurale s6dentairel et 35 ,oi
en zone pastorale･ Les

taux de croissance sont respectivement de 7
,Oi pour

la population urbaine,

2,2 oi p_QuでIa pQPulatiQn S卓dentaire et i,4 ro pour la population nomade･

1･2･星空邑⊆皇室垂主主聖地望:

Du point de vue g6omorphologiqueI le D6partement prgsente 4 zones

d土st土nctes ;

- 1IA王r, massif ancien cQnStitui de granit et de roches volcanlqueS ;

- 1es va116es encaiss6es
ou kQでis de lIA-1で, alirrentant

des nappes peu

proFondes qui constituent
des ressources d'eau importantes ;

- 1es pユaines du Tadress et du Talak a 110uest et au Sud de llA王r ･'

-

enFin, 1e desert occupe la plus grande partie Est et
Nord du

d6partement : d6sertde sable du T由16r占, plateaux deseftiques et rocheux du

Djado, Falaise du Kaouar･

En ce qui concerne le climatl le D占parternent
dtAgadez

constitue
la zone

saharienne
du pays･ La moyenne annuelle

des pracipitation nlexc白de pas loo m･

La ternp6rature y est 6lev6el aVeC des占carts importants･ Les vents de sable

y sont fI･6quents･

Les sols a vocation agricole ne se rencontrent V6ritablement que
dans

leg koris de lfA王r, 1es plaines
de lllrhazer et du Tadress･

La v占g6tation pr6sente
les caract6ristiques suivantes

:

-

sup les plateaux
du Tadress et les plaines de

ltlrhazer, 1a steppe

a strate arbustive domine, avec un tapis herbac6 contrasts ;

- dans lTAIr on trouve principalement
des acacias et des palmiers

doum
,'

‥./.‥
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-

enfin, 1e Kaouar et le Djado abritent des oasis avec palmier dattier

.pr≠F〕血ant.

Partout, on constate une regression alarmante du couvert v6g6tall y

compris dams les palmeraies.

1.3. Ressources en eau :

En ann6e de pluviom占trie norrnale, 1es va116es de l'A王r
draine vers

l†Ouest et le Sud
des
quantit6s importantes dleau de ruissellerrentalimentant

la nappe phr由tique et permettant ainsi la pratique
du jardinage perrnanent･

Dans le TadressI la pr6sence de mares temporaires Favorise

i-61evage extensif･

Il nTy a aucun coups d'eau
permsnent･

Quant aux eaux souterraines, il convient de distinguer la r句ion
de

ltA王r, oh les aquifらres sQnt Principalement lQCalis6s dams les dip8ts de s岳di-

TTCntS meUbles des val16es.
Ces nappes, peu profondes (3ら20 m) aliment6es par

les crues des koris, sont exploit6es par les jardiniers et les岳1eveur?･

pour sa part,ll工rhazer se caractirise par la presence
de nappes fQSSiles

profondesl dont les debits sont ･sufFisants
pour perrnettre qUelques activit6s agr二

coles autour
des FoエーageS.

EnfinJ dans llArrondissement de Bilma† 1es Falaises du Kaouar et du

Djado rec白1ent des nappes art6siennes･

工Ⅰ _ DIAGNOSTIC AGRO-SOCIO-ECONOMIQUE :

2.1. Situation actuelle :

2.1.1. L-Agriculture :

Compte tenu de la Faiblesse des

D6partement d'Agadez est essentiellement

pluies annuellesl
llagriculture du

irrlgU6e ･

Deux syst邑mes de production y sont pratiqu6s

･
･ 1e jardinage et

la phoenic土culture･

.‥/‥.
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Malgr6 1Iirrigationl le d6parte陀nt enregistre un deficit c6r由1ier

chronique de i-ordre de 50 000 T/an.

2.ユ･2･ LtEleva甲;

En dehors des
oasis, 1a vocation du d6partement est principalement

pastorale･ On y pratique surtout l161evage des petits ruminants)des camelins,

des bovins (ce dernier en regression).

Le cheptel a vu ses efFectiFs consid6rablement r貞duits suite aux

sicheresses successives.

2.i.3. L(artisanat :

Il tient une pュace de choix dans le
-d6veエoppement占conomlqUe

et

social du d卓partement, occupant prとs de 9 000 personnes-.

Cette
activit占rencontre Dependant des problとmes li6s 畠1-approvi-

sionnement en mati台res premi畠res et a 1-icoulenent
des produits･

2･1･4･ La vocation touristique :

E11e est bien eonnuel tant POUT la beauts de ses paysages que pour

1'int6ret arch6ologique de ses sites (A王r,丁由1占r貞)･

2.1.5. Les ressources miniとres :

E11es sont trらs importantes et variies : i-6tainl lluranim et le

charbon sont exploit6sら116chelユeindustrie11eI le sel et le natron
donnant

lieu 畠une exploitation artisanale trらs ancienne･

2.2. Les cont工･aintes ;

Elles sont nombreusesl et Pとsent lourde陀nt SUP Ce d6partement vaste

et peu peup16.

2.2.1. Contra土ntes physiques :

La pluviom6trieI Faible en ann6e normalel accuse Une r畠gression

constante depuis les ann6es 1970, ce qui a pour consequence :
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- 1a baisse g6n6ralis6e des nappes peu profondes ;

- 1a degradation continue
des ressources v6g6tales.

Ce processus marqu貞de d6sertiFication se traduit par la presence de

dunes muvantes r6duisant les possibilit6s des coups d-eau et des oasis･ Par

ailleurs, 1t6rosion hydrique menace les berges de toutes les val16es de 1-Air･

Enfin, 1-6tendue de la region et la nature des reliefs constituent

autant d-obstacles maJeurS aU d6veloppement.

′

2 ･ 2 ･ 2･ ⊆望ロ_t!_a_it3_t望至”e_C望コ9_m_1g_Ue_≡;

- Le d6veloppement recent de lT6conomie rnini白re qui a cr貞貞un d6s6qui-

1ibre entre les zone urbaines et rurales ;

- Ia faiblesse de lI6pargne monitairel l161evage constituant plus un

mode de vie qu-une activit占6conomlqUe ;

- 1Iabsence de cr占dit rurall qUi 1･imite llefficacit6
des cooperatives ;

- 1'insuf-fisante connaissance des ressources natuI･e11es, en particulier

hydriques, et de leur potentie1.

!

.I:jミ

2･3･地色;

pour promouvoir son d6veloppementI le dipartement slappui
sup las poten-

tialit貞s suivantes :

- 1es eaux souterraines abondantes ;

- des terres irrigables irnportantes dans la plaine de i-工rhazer (pr色s

de 50 000 ha
am由1ageables) et

dans 1-Air (う00 ha de va116es) ;

- un cheptel, caractiris6 par des effectiFs importants de petits

ruTninants et de camelins ;

_ des ressources min6rales relativement abondantes ;

- un artisanat de qualit占;

- des
sites touristiques recherch6s ;

- une longue tradition d･6changes cornrrerciaux (sel一 natrOnl b6tail) ;

- un rnouvernent coop由･atif naissant (56 cooperatives agricoles,
i coope-

rative artisanale).

.../...
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ⅠⅠエー STRATEGIE ET OBJECTIFS DE DEVELOPPE卜ENT :

Qu.il s'agisse de i.utilisation des eaux souterraines, de la Rise en

valeur des va116es Fertiles et des oasis, ou de l■exploitation mini邑re, il

convient
de d6finir un ensemble coh血ent pour la Rise en valeur de

ces

1

ressouエーCeS en S'appuyant sup les zones naturelles identifi6es ci-dessus.

De rr6rneI IIavenir de ll占1evage dane cette zone a haut risque pluvio-

rnatrique, passe par la determination et le respect du niveau optimal de charge

des paturages en tenant compte en outre de la rehabilitation des infrastruc-

tures hydrauliques et de 1-organisation des circuits comrnerciaux.

Les objectifs
de d6veloppement pour la region S-inscrivent dams les

′
◆

grandes orientations du plan quinquennal, a savoir :

- 1a recherche de 1'auto-sufFisance alimentaire ;

- 1a pr6servation et la restauration du potentiel productiF agTO-

sylvo-pastoral ,･

- 1a diversification et
la valorisation des productions animales et

v6g6tales.

La d6marche retenue consiste らpromduvoir un d6veloppement intggr貞

sup la participation consciente et volontaire
des populations, ce qui

suppose 1-engagement des individus dans la collectivit6s locale, et leur

aptitude主Faire Face aux besoins prioritaires d6finis par eux-m合rTCS･ En

dlautres termes) il slagit
dlune apprQChe gLQbale participative) respectant les

traditions弓t les capacit6s
des
populations 畠prendre en ch早rge leur propre

d6veloppement.

On retiendra pour le d6partementl en matiとre
de d6veloppement rurall

les options su土vantes :

5.1. Recherche d-une moindre d占pendance alimentaire
:

A Get eFfet, 1e def-icit c由･6alier
de 30 000 T/an sera r6duitらtravers

la mise en valeur des va116es et des plainest

Recherche - d6veloppement et int占gration Agriculture-Elevage en

se.TIOnt les princユPeS directeurs.

.‥/.‥
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5･2･出生地空也望吐en s-appuyant sup la sp6cia-

1isation des difF6rentes zonesicologiques, 1es esp白ces animales les mieux

adaptae5Iet en fonction de la capacit6 de charge de ces diFf6rentes zones.

5･5･と並主L吐;

La gravit貞du processus de degradation de llen_vironnement dans le

d6partement cornrnande 1 linstauration dlun nouve1 6quilibre socio-6conomique et

une
nouvelle gestion de 1'espace.

3･4･旦重宝主生色2呈出生垣盟生･･

IV - LES PROGRAMMES DE DEVELOPPE忙NT :

r3

Eu 6gard a 1-analyse de la prop16rnatique et a la strat6gie retenue,

trois programnleS Prioritaires sont d6gages pour la p6riode du ･ plan'quin-
}

quennal, il stagit :

4･1･地;

LTobjecitf prirrK)rdial est de priserver ･1e potentiel
de production

menace par 1-erosion hydrique.

4･2･地dont 1-objeetiF

est le renForcement de la lutte contre le ph6nornとne d-ensablement, et la

rehabilitation des palmiers dattiers (Kaouar,i)jado, Agram).

4･3･旦血旦

壬生+聖望L且望吐望旦吐,aFin de consolider le potentiel agro-pastoral du Tadress

et de lTIrhazer.

しes tableaux JOints en annexe d占tai11ent les diFf-6rents projets
iden-

tifies pour chacun des 3 programesl ainsi qutune estimation de leur coQtI

soit 6,9 milliards
de F'cFA pour la p6riode du plan･
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ANNEXE

也
LE DEPARTEMENT DtAGADES

PROGRAMMES PROJETSIDENTI｢IES LDUREE

くnbreann6es)

COUISESTIMATI｢S

(xIOOOFCrA)

-●--I----■--1-I-■l■■----■---●■■-IId■-

221269
1_AMENAGEMENTDES

VALLEESDELIAIR

1.1.DaveloppementTabelot 3

1･2･D6velQPPel肥ntTelwa 1 77110

1.3.MaraichageE1-M6ki 3 18150D

p1.4.JardinageTchiroz6rine
2 17000(〕

1.5.CentredeFornation 2 240000

･1.6.Artisanatrural
4 55130

1.7.Etudeshydroloqiques 3 30OOOO

1.8.R由1imentationdenappes 3 7505_pO

cOUTTOTALPROGRAMMENCIl 1995509

lI_REGENERATIONDES 2.1･R6gan6rationd与PalmeraieS 5 319う00

PALMERAIES 2.2.Cr6ationdenouvellespalmeraies ラ 211500

(KAOUAR-AIR) 2.3.Sous_culturesetculturesassoci6es ラ 100OOO

2.4.■Inflrastructuresderecherche 4 164500

2.5.PrQteCtiondesberges 5 81000

2.6.Luttecontrellensablement 5 100000

2.7･Appuiノa■LJXSerVicestechniques 5 1980DO
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2.8.Etudes 4 410000

2.9.Formation 3 115000

2･10Directionduprojetetcoordinationdesactions 5 5B9600

COUTTOTALPROGRAMMENO2 22891OO

11Ⅰ一卜lISEENVALEURDE 3.1･Ancragevert 3 152600

LAZONEPASTORALE 3･2･Arn61iorationdellElevageenzonepastorale 4 1941500

(IR‖AZER-TADRESS) 3･3･D6veloppementdeszonescynig6tiquesduTadress 4. う3700〔)

3.4.D6veloppementdelaval16edeZillaret(Talak) 4 185000

COUTTOTALPROGRAMMENO3 2616100

COUTTOTALDESPROGRAMMESDUDEPARTEMENT 6900709



ア ガ デ ス 県開発計画

I. アガデス県の現況

1.1 人口及び地理的環境

国土全体の約半分にあたる､ 71万4,T90平方キロメートルの面積を有するアガ

デス県は､ニジェールの北部､北東部に位置する｡ 3つの郡(チレゼリン､ビル

マ､ア-リット)と､ 1つのコミューン(アガデス市)を含む｡人口は11万7千

人にのぼり, 41%は市部に､ 24%は､定住農村部に,そして､ 35%は遊牧民とし

て居住する｡人口増加率は､それぞれ､市部でT %､定住農村部で2.2 %､遊牧

民で1.4 %である｡

1.2 物理的･生態学的特質

地学的見地から､アガデス県は4つのゾーンに区別される0

アイ-ル;火山岩と花尚岩からなる､古山塊｡

険しい峡谷とアイ-ルのコリ(一時河川) ;重要な水資源を成す浅い地下

水面を養っている｡

アイール西部及び南部にある､タドレスとタラク平地.

県の北部と東部の大部分を占める砂漠;テネレの砂漠､ジャドの岩だらけ

の砂漠台地､カウアの断崖｡

気候に関しては､アガデス県は同国のサハラ気候圏に入る｡年間平均降雨量は

100 ミリ以下である｡気温は高く､温度差が大きい｡砂嵐も頻繁に起こる｡

農業に適する土地は､アイ-ルのコリ､イルハゼ-ルやタドレスの平地ぐらい

にしか見出だせない｡

植物は次の特徴を備えている:

タドレス台地やイルハゼ-ル平地では､小潅木群ステップが､対照的な草

のカーペットとともに目立っ｡

アイ-ルでは､主にアカシアとアフリカ梯子が多い｡

カウアとジャドでは､大量のなつめ神子の木がオアシスを保護する形にな

っている｡

至る所､梯子材を含め､植物樹陰の懸念すべき減少が認められる｡



1.3 水資源

平均降水年には､アイ-ル峡谷から流れ出る水は､西部と南部に､小川の洗れ

るように豊富で､地下水面を潤わせ､常に野菜栽培を助けている｡

タドレスでは､一時的にできる水潜りは広範囲な牧畜を助けている｡

他には一切､流れの絶えない河川はない.

地下水に関しては､アイ-ル地方が次のような特色を有す.そこでは､地下水

面が主として峡谷の柔らかい堆積土の中に集まる｡その地下水面はそれ程深くな

く(3 -20m) ､コリの増水によって補給され､野菜農家や､牧畜に使用されて
いる｡

また､イルハゼ-ルでは､深い化石地下水があることが特徴的であり､流量が

充分で､ボーリングの過りで､多少の農業を営む手助けとなっている｡

尚､ビルマ郡や､カウアの断崖や､シャドでは､地下水がまだ未発見だが､か

なりある様だ｡

Ⅱ. 農業･社会･経済の特徴

2.1 現況

2.1.1 農業

年間降水量の不足から､アガデス県での農業は､主に潅概用水に頼ってい

る｡

ここでは､ 2種類の生産が行われている:

野菜栽培となつめやし栽培である｡

潅概用水があるにもかかわらず､毎年の穀物の不足は3万トンを記録して

いる｡

2.1.2 牧畜

オアシス地域を除くと､この県の職業は主に羊､山羊､らくだや牛(減少

中)の牧畜である｡

家畜は度重なる早魅で著しく減った｡

2.I.3 S=#

県内に9千人いる職人は､社会､経済発展の上でかなりの位置を占めてい

る｡

この職業も､原料調達の困難なことと､流通問題を抱えている｡



2.1.4 観光

風光美もさることながら(アイ-ル､テネレ)
､地形からくる考古学的重

要性においても大変良く知られている｡

2.1.5 鉱物資源:

非常に重要でかつ変化に喜んでいる:錫､ウランや石炭は工業的規模で､

塩､ソーダ石等は古くからの職人工法で産出されている｡

2.2 拘束要因■

かなり多くあり､特にこの広大な県では人口密度の低さが重くのしかかる｡

2.2.1 物理的拘束

降水量は毎年少ないが､ 1970年来コンスタントに減少し､その結果として:

全体的に浅層地下水の水面の低下

植物資源の連続的な被害

砂漠化の現象は､河川やオアシスの可能性をさらに減少させ､これは動く

砂丘の状態を見ても明らかである｡他方では､アイ-ルのすべての谷の土手

が雨水の浸食に脅かされている｡

さらに,この地方の広大さと起伏の激しい自然が開発に大きな障害となっ

ている｡

2.2.2 経済的拘束

最近の鉱業経済の発展が都市部と地方の差を生み出している｡

貯金高は低い.牧畜は経済活動というより､むしろ生活様式の一部になっ

ている｡

地方における信用機関の不在が､農協の有効性を制約している｡

天然資源についての知識の不足､特に水資源とその可能性｡

2.3 開発可能性

開発を促進するために､県は次の可能性に期待を寄せている｡

豊富な地下水

イル-ゼ-ル平地の大規模な潅概用土地(整地できる5万ヘクタール分)と

アイール(500 ヘクタールの峡谷)

相当量の羊,山羊やらくだの家畜賃貸

比較的豊富な鉱物資源



腕の利く職人

人気のある観光地

長い伝統を持つ商業交流(塩､家畜､ソーダ石)

協同組合設立運動のきざし(56農協､ 1職人組合)

Ⅲ. 対策と開発の目模

このためには地下水を利用することや､肥沃な峡谷とオアシスの開拓､又は鉱山

の開発が重要で､本来の地域性を考慮し､資源の開発のために全体の調和をはかっ

ていくことが望ましい｡

同様に雨量の非常に少ないこの地方の牧畜の将来は､牧場の負担を少なくするた

めの配慮とそのための制限､及び水利用基礎施設や流通機構の見直しをも余儀なく

されている｡

地域開発の目標は5カ年計画の基本方針の中に記載されている｡すなわも:

食糧の自給自足能力の調査;

農林､牧畜の生産力アップの保護及び再建

動植物生産の価格安定と多様化

これらを進めるためには､たとえ地方自治体を通じての個別的な参加であるとし

ても､地域住民が意識的､自発的参加により､一体となって開発を促進し､彼等自

身で優先性を決め,要求に応えられる適性を持っているのか｡別の言葉で言い換え

れば､伝統と住民の能力を尊重しつつ､彼等自身の開発にどれだけ多くの人が参加

するかである｡

県のために､農村開発に関して次のオプションを考慮しておこう｡

3.1 食糧の自給

これにより､ 3万トンの穀物の不足は峡谷と平地の開拓により減少するであろ

う｡

調査､開発と農業･牧畜の総合が指導原理になるだろう｡

3.2 放牧地帯の改善

異なった生態的地帯の特定に重点を置きながら､順応性の高い動物の種規と､

これら異なった地帯の負担能力を検討する｡

3.3 砂漠化との戦い

県内の環境破壊の過程の重大さは､社会･経済の新たな均衡と空間の新たな管

理の確立を命じている｡



3.4 手工業の開発と価格の安定



Ⅳ. 開発計画

問題の分析と検討中の対策を考慮して､ 3つの最優先計画が5カ年計画において

打出された｡

4.1 アイ-ル峡谷の整備計画

最も重要な目的は､雨水の浸食の脅威にさらされる生産性の保養である｡ (カ

ウア､ジャド､.アグラム)

4.2 杯子林の再生計画

その目的は､砂の吹き寄せ現象防御のための補強と､なつめ梯子の栽培改善で

ある｡

4.3 遊牧地帯の平地と台地の開発計画■

タドレスとイルハゼ-ルの農放牧を強化する.

付表は3つのプログラムについてプロジェクト別の内訳を示したものである｡

又見積り合計は69億F/CFA になる｡



付表 アガデス県の開発プログラム枠内提出プロジェクトリスト

プログラム 確認プロジェクト
機関

(年)

見積額

(xl,OQQF/FA)

1.アイール峡谷の痕傭計画 1.1夕べロット開発 3 221,269

1.2テルワ開発 1■ T7.Ilo

1.3エル･メキの菜園 3 181,5川

1.4チロゼリン野菜栽培 2 170,000

I.5育成センター 2 2川.000

I.6農村手工業 4 55,130

1.7水理研究 3 300,000

1.8地下水面の再補給 3 750,000

プログラムNo1合計 1,995,509

Ⅱ.榔子林の雨生計画 2.1細字林の若返り 5 SID.500

(カウア,アイ-ル) 2.2新柵子林の開拓 5 211,500

2.3耕作地と栽培協力車 5 100.000

2.4基礎調査 4 164.500

2.5土手の保護 5 8l,000

2.6砂の吹き寄対策 5 100.(川0

2.7技術部門援助 5 198,000

2.8研究 4 410.000

2.9育成 3 115,000

2.10プロジュグト管理と活動･調整 5 589,000

プ_早_グラムNo2合計 2,289,loo

Ⅲ.遊牧地帯の平地と台地の 3.1緑地 3 152,600

開発計画 3.2遊牧地帯牧畜改善 4 1,941,500

(イルハゼール､タドレス) 3.3タドレス狩猟区の開発 4 337.000

3.4ジラレ(タラク)峡谷の開発 4 185,080

プログラムNo3合計 2,616,100

畢プログラム合計金敬 6,900,709
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